
第138回 日本知能情報ファジィ学会理事会議事録 

 

日時：平成17年9月8日（木） 11:30～13:00 

場所：電気通信大学大学院情報システム学研究科棟（IS棟）2階大会議室（233） 

出席者：鬼沢，谷，萩原，菊池，櫻井，高間（記），長谷川，林，三河 

欠席者：高木，鷲尾 

 

 

資料：138-0（議題：高間） 

   138-1（第 137回理事会議事録案：高間） 

      138-2（ファジィ学問塾：林） 

      138-3（報告資料：鬼沢） 

      138-4（報告資料：櫻井） 

      138-5（学会 HP案：三河） 

      138-6（JST抄録利用許諾依頼：林） 

 

議事 

1. 前回議事録の確認 

 第 137回理事会の議事録が承認された． 

2. 若手勉強会「ファジィ学問塾」について 

 林理事よりファジィ学問塾の開催について説明があり，実施について承認された． 

3. JSTからの「著者抄録利用許諾」依頼 

 林理事より JST からの依頼内容について説明があり，「有料で許可すること」および

「事務処理，収入は支部とし，事業委員会は全体の確認を行う」ことが承認された． 

4. 理事会年間予定 

 第9期理事会の年間予定について下記の様に確認した．原則として東京で開催するこ

ととなった． 

第1回：6月4日（土） 

第2回：9月8日（水） 

第3回：11月12日（土） 

第4回：1月28日（土）（産業技術交流会と同時開催予定） 

第5回：3月11日（土） 

第6回：5月13日（土） 

総会：6月3日（土）（予定） 

5. 評議委員について 



 萩原副会長より報告があった． 

6. ファジィシステムシンポジウム 

 今後の開催地について，FSS2006：北海道，FSS2007: 名古屋で決定，FSS2008につい

ては関西支部から内諾を得ていることを確認した．FSS2009については中国・四国支部，

FSS2010については関東支部へ事業委員会より打診することとなった． 

 引き継ぎ作業については事業委員会で指導することとし，方法については検討するこ

ととなった． 

7. 学会事務局委託費 

 審議を継続し，次回理事会にて決定することとなった． 

8. ファジィシステム研究所の第21回FSSへの協賛依頼 

 林理事より報告があり，ファジィシステム研究所の協賛企業については学会法人会員

の扱いとはしないことが承認された． 

9. 横断型基幹科学技術研究団体連合（横幹連合） 

 鬼沢会長より報告があった．学会のNPO法人化についてはWGにより議論することと

なった． 

10. SCIS&ISIS 

 鬼沢会長より，SCIS&ISIS プロシーディングの ISSN（SCIS&ISIS2002以降の CD-ROM

媒体）が決定した旨報告があった．韓国側からいくつか依頼があったことが報告され，

プロシーディングをSpringerのLecture Notesとする件についてはSCIS2006実行委員

会に一任することとなった． 

11. 年会費における消費税の取り扱い 

 櫻井理事より報告があり，非課税とすることが承認された． 

12. 第5回産業技術交流会 

 鬼沢会長より，開催日が1/28に決定したことが報告された． 

13. 会員勧誘 

 高間理事より報告があり，解説，論文の代表著者（非会員）に入会案内を郵送するこ

とが承認された． 

14. IFSA 

 鬼沢会長より報告があった． 

15. 再入会希望者 

 櫻井理事より報告があり，再入会を認めることが承認された． 

16. 支部口座の個人口座利用 

 櫻井理事より報告があり，支部・委員会の口座として個人口座を利用することを，厳

格に管理することを条件に認めることを承認した． 

17. 日本学術会議 



 鬼沢会長より報告があった． 

18. 学会ホームページ 

 三河理事より新しい学会HP案について報告があった． 

19. 源泉税に係る支払調書への押印 

 櫻井理事より報告があり，源泉徴収書への押印を省略することが承認された． 

20. 月間会計報告 

 櫻井理事より報告があり，FSSの収支を確認後，必要があれば補正予算を検討するこ

ととなった． 

21. その他 

(1) 会誌・会員サービスなどについて 

 鬼沢会長より会誌の電子化，JACIIIのオフィシャル化について編集委員会に検討を依

頼している旨報告があった．法人会員を対象とした技術相談，最新の研究動向を紹介す

る冊子の発行については谷副会長が検討することとなった．また，科研費「ソフトコン

ピューティング」への申請増へ向けて努力することを確認した． 

(2) ファジィシステム構築ディレクトリ研究会 

 高間理事より，ファジィシステム構築ディレクトリ研究会より学会誌に掲載された用

語解説をWeb上で公開する件について許諾依頼があったことが報告され，承認された． 

(3) MDAI2006からの協賛依頼 

 林理事より，国際会議MDAI2006より協賛の依頼があった旨報告があり，先方から協

賛依頼状を送付してもらうことで承認することとなった． 

 


